
学校番号 214 

令和２年度 情報科 

教科 情報 科目 
社会と情報 単位

数 
１単位 

年

次 
１年次 

使用教科

書 
「新・社会と情報」 （日本文教出版） 

副教材等 プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

進路に関係する調べ学習などを通して、実際生活に役立つ実践力を培う。 

 ・情報モラル、著作権、ウイルスとその対策について学習し、インターネッ 

  ト社会で適切に情報に接していくのに必要不可欠な知識を身につける。 

 ・文書作成ソフトや HTML文書についての実習を行い、情報をわかりやす 

  くまとめ、表現・発信するための技能を身につける。 

２ 学習の到達目標 

情報の収集や発信などの実習を通して、情報社会に主体的に参画する態度を 育成する。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態

度 

b:思考・判断・表

現 
c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・情報を多角的・

多面的に吟味し、

その価値を見極め

ていこうとする態

度 

・自らの情報活用

を振り返り、評価

し改善しようとす

る態度 

・情報モラルや情

報に対する責任に

ついて考え行動し

ようとする態度 

・情報社会に主体

的に参画し、その

発展に寄与しよう

とする態度 

・さまざまな事象

を情報とその結び

付きの視点から捉

える力 

・問題の発見・解

決に向けて情報技

術を適切かつ効果

的に活用する力 

・複数の情報を結

び付けて新たな意

味を見いだす力 

・情報と情報技術を
活用するための
基礎・基本的な技
能を身に付け、目
的に応じて、情報
および情報技術
を適切に扱って
いる 

 
 

・情報と情報技術を
適切に活用する
ための知識とそ
れを活用して問
題を発見・解決す
るための方法に
ついての理解 

・情報社会の進展と
それが社会に果
たす役割と及ぼ
す影響、および、
情 報 に 関 す る
法・制度やマナー
の意義と情報社
会において個人
が果たす役割や
責任についての
理解 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

実習作品 

レポート、発表 

自己評価 

学習状況の観察 
プリント 
レポート、発表 
定期考査の結果 
自己評価 

学習状況の観察 
課題作品 
発表 
実技考査の結果 

学習状況の観察 
プリント 
実技考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまと

めます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

企
業
研
究 

 

職
業
調
べ 

企業や職業について調

べ、まとめる。 

○ ○ ○ ○ a:自分の興味のある職業につ

いて積極的に調べている。 

b:調べた内容を的確に表現で

きている。 

c:企業や職業について調べた

ことを編集できる。 

d:WWWを使った検索方法の理解 

レポート 

 （プリント） 

１
学
期 

文
書
作
成 

調べたことをコンピュータ

を用いてまとめるための

技術を学ぶ。 

○ ○ ○  a:積極的に作業に取り組み

新しい技術を身につけよう

としている。 

b:どのような表現が人に伝

わりやすいかを考えて表現

できている。 

c:文書作成に必要な技術を

熟知している。 

実習課題評価 

 （文書データ） 

２
学
期 

職
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

調べた仕事について班

でスライドにまとめて発表

する 

○ ○ ○ ○ a:班で協力して課題に取り

組んでいる。 

b:聴衆にわかりやすく発表

内容をまとめている。 

c:ソフトウェアの機能を有

効に発表に利用できてい

る。 

d:情報の出所や著作権に配

慮して情報を発信しなけれ

ばならないことが理解でき

ている。 

スライド 

発表 

自己・相互評価 

２
学
期 

情
報
の
収
集 

 

情
報
モ
ラ
ル 

Web ページにおける情

報の検索を練習する。 

 情報モラル、著作権、ウ

イルについて学ぶ。 

○ ○  ○ a:著作権や情報モラルに関

心を持ち取り組んでいる。 

b:Web サイトに載せる適切

な情報を判断できる。 

d:情報モラルに関する理解 

 ウィルス・コンピュータ

犯罪に対する理解 

実習課題評価 

 

レポート 

３
学
期 

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ 

作
成 

指定された課題で Web

サイトの作成を行う。 

○ ○ ○ ○ a:テーマに沿った Web サイ

トを積極的に作成してい

る。 

b:Web サイトの情報の信ぴ

ょう性を判断している。 

c:自分の思うデザインを

HTMLで表現している。 

d:HTMLの理解 

 著作権・肖像権の理解 

 情報の信憑性の理解 

実習課題評価 

 （HTML文書） 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習

内容（小単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う

観点）について○を付けている。 


